新規な有機合成反応の開発と天然物の全合成〈講演題目〉
〈1行空ける〉

（慶大理工）○横浜太郎、矢上花子（所属）発表者全員の氏名〈講演者に○〉
〈1行空ける〉

　我々はこれまでに・・・・・・・・　（本文開始）
講演要旨（予稿原稿）は以下の点に注意して作成してください。

①
原稿は本テンプレートにより作成していただくと便利です。

②
原稿はA4判用紙に2枚以内（特別講演は4枚以内）で作成してください。A4判で作成された原稿をB5判（86％）に縮小印刷し、モノクロ印刷します。図表、写真、化学式は、縮小されても鮮明に見えるものを用いてください。
③
左右マージン各々20 mm、上マージン20 mm、下マージン25 mmで作成してください。

④
１ページ１行目は講演題目、１行空けて、所属（括弧でくくる）、発表者氏名（講演者に○）、さらに１行空けて本文をお書きください。

⑤
1行37~40字、1ページ38~40行程度にまとめてください。

⑥
原稿1ページ目の左上に講演番号を入れますので、講演題目、発表者氏名の段は左側に25 mmの余白をお取りください。本テンプレート中の上記赤字・赤枠は、要旨作成時に削除してください。
⑦
原稿1ページ目はこの見本に従い、2ページ目はマージン部分を除いて全面をお使いください。
⑧
フォントはできるだけ明朝体を用い、サイズは12ポイントとして作成してください。書式は変更しないようお願いいたします。
⑨
文献（References）は原稿の末尾にまとめて記入してください。
⑩
原稿1ページ目最下段に発表者全員の氏名をひらがなで記載してください。

作成した原稿は、4月12日（金）（必着）までにPDF形式とWord形式の両方のファイルを、添付書類として、次のアドレスに送付してください。

　送付先：　yugoka.kanto@gmail.com
　また、送付するファイル名は「（講演番号）.pdf」および「（講演番号）.doc」としてください。（可能な限り、docx形式ではなくdoc形式としてください。）
講演番号は3月下旬頃に、ホームページ(https://www.ssocj.jp/kanto/77/)で公開するプログラムでご確認ください。
〈１行空ける〉
○よこはまたろう、やがみはなこ〈発表者氏名のひらがな、１ページ目のみ〉
25 mm


あける


←　　　　 →








